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太陽系外惑星データベース ExoKyotoを開発・公開した。ExoKyotoでは、現在までに発見された系外惑星の
基本情報のほか、アルベドを仮定した惑星の推定温度や推定軌道、主星の情報などを一覧表示することができる。
また、他のデータベースとの相互参照が可能な他、欠損データ (惑星質量、半径等)の推定値表示、Stellar画面や
Google Skyを用いた系外惑星や周辺星の表示等、既存のデータベースにはない新機能が含まれる。推定機能を用
いて欠損データを補間すると、これまで発見された系外惑星については、Sub-Neptuneサイズ (1.9-3.1Rearth)が
最も多く (967個)、次に Super-Earthサイズ (1.2-1.9Rearth)が多いという分布が得られた (681個)。更に系外惑星
の公転周期・半径・推定質量 (Larsen & Geoffrey, 2014)や、トランジットパラメータ (最大減光率)、および主星の
情報 (位置、等級、スペクトル型等)等を元に、観測ターゲット選定への活用も可能である。現在は希望者にデー
タベースの配布を行っている他、HP上 (exoplanetkyoto.org)で系外惑星データ・関連記事の公開を行っている。
また ExoKyotoでは、現在までに発見された系外惑星系、および 12万個を超える恒星系に対し、Kopparapu

et al. (2013)、太陽系相当天文単位 (SEAU)等異なる定義のハビタブルゾーンを数値・軌道図の双方で表示し、
相互比較する事が可能である。例えばKepler-560bは SEAUの定義ではハビタブルゾーン範囲内に存在するが、
Kopparapu et al. (2013)の定義では範囲外となる。講演では、ExoKyotoの特徴・開発状況・今後の観測研究へ
の応用等について簡単に説明した上で、異なるハビタブルゾーン定義を用いた系外惑星の統計結果等を紹介する。


